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ボーリング柱状図
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656.68 0.20 0.20 シルト
(M)

655.43 1.25 1.45

粘土混じ
り砂礫
(GS-C)

650.43 5.00 6.45

転石混じ
り砂礫
(GS)

黒褐

褐
灰

褐
灰

密
な

中
ぐ
ら
い

粘性,含水低位 やや有機質を呈す
礫はφ20～75mm程度の凝灰岩質
の亜角礫を主体とする
礫間は砂および粘土で充填されて
いる

コア長L=5～15cm(推定
φ100～φ500mm)程度の転石状の
巨礫多く含む
基質部は粘土混じり砂礫でなり,若
干の緩みがみられる
巨礫の多くは流紋岩質の凝灰岩,凝
灰角礫岩が主体である
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